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シルバー伊東
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4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計

受託 13,423 14,357 15,073 15,361 15,876 14,250 88,340

派遣 2,596 2,880 4,053 4,546 3,864 3,606 21,545

受託 12,378 15,046 14,580 15,948 16,129 15,012 89,093

派遣 3,098 3,096 2,588 3,283 3,247 2,828 18,140

※９月の派遣実績は、2022年10月7日時点での入力値です

2021年

2022年

（単位　千円）

知
っ
て
ま
す
か
？

10
月
の
第
３
土
曜
は
「シ
ル
バ
ー
の
日
」

10
月
15
日
（
土
）
は
、
「第
2
次
会
員
１
０
０
万
人
達
成
計

画
」を
推
進
す
る
全
国
一
斉
普
及
啓
発
日
で
す
。

昨
年
は
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
「Ｉ
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｅ

Ｖ

Ｏ
Ｌ
20
」
（
10
月
17
日
開
催
）
に
参
加
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
オ
レ
ン
ジ
ビ
ー
チ
の
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
す
。

◆
海
岸
清
掃
日
程
◆

日
時
：10
月
14
日
（金
）９
時
～
10
時
30
分

集
合
場
所
：オ
レ
ン
ジ
ビ
ー
チ

中
央
ス
テ
ー
ジ

集
合
時
間
：８
時
50
分

※

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
は
、
永
年
勤
続
表
彰
（
5
年
・

10
年
）
の
条
件
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
「ふ
じ
の
ゆ
め
・利
用
無
料
券
」を
進
呈
！
。

会
員
を
増
や
す
た
め
に
は
、
公
の
広
報
活
動
も
大
切
で

す
が
、
会
員
の
皆
様
の
口
コ
ミ
が
と
て
も
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。
「会
員
一
人
1
名
紹
介
事
業
」
で
の
お
友
達
の
入
会

促
進
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
4
年
度

上
半
期
事
業
実
績

ko

就
業
募
集
閲
覧

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
、
最
新
就
業
募
集
情
報

が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

気
に
な
る
就
業
の
問
い
合

わ
せ
は
、
お
電
話
で
。

女
性
向
け

入
会
説
明
会
報
告

８
月
１
日
（
月
）
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
に

て
第
12
回
出
張
入
会
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
が
、
連

日
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
増
加
と

あ
い
に
く
の
猛
暑
の
為
か
、
参

加
者
が
ゼ
ロ
。
女
性
向
け
入
会

説
明
会
を
開
催
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
初
め
て
の
事
で
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
開
催
月

の
熟
考
、
広
報
や
宣
伝
の
仕

方
・
開
催
内
容
の
目
玉
（
対
象

層
の
女
性
に
関
心
を
も
っ
て
も

ら
え
る
講
習
会
の
テ
ー
マ
な

ど
）
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

次
回
は
、
八
幡
野
地
域
で
開
催
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
！

お
友
達
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
30
日
（水
）

午
後
1
時
30
分
～

場
所

八
幡
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー２

階
会
議
室

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

2021年 2022年
■派遣事業 ■派遣事業
■受託事業 ■受託事業
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シルバー伊東

﹁
会
員
相
談
窓
口
﹂実
施
報
告

（
令
和
4
年
７
月
～
９
月
末
ま
で
）

相
談
件
数
は
０
件
。

﹁
会
員
相
談
窓
口
﹂、
事
務
局
へ
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

就
業
に
関
す
る
事
柄
か
ら
、
個
人
的
な
心
配
事
や
悩
み
事
ま
で
幅
広

く
承
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
先
ず
は
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
個
人
情
報
は
、
守
ら
れ
ま
す
。

口
に
出
し
て
、
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
心
の
重
荷
が
軽

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
広
場
バ
ザ
ー
品
提
供
へ
の
お
礼

９
月
24
日
に
開
催
予
定
（
台
風
の
為
中
止
）
だ
っ
た
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
バ
ザ
ー
」
へ
、
会
員
の
皆
様
か
ら
多
数

の
バ
ザ
ー
用
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
提
供
い
た
だ
い
た
43
名
の
皆

様
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

池

谷

八

郎

・
田

中

直

行

・
成

沢

悦

子

・
藤

原

行

雄

奥

山

勝

男

・
山

田

幸

子

・
小

林

惠

美

・
山

本

明

美

落

合

敏

江

・
藤

原

益

美

・
奥

村

初

實

・
井

上

彰

子

片

岡

博

子

・
土

屋

榮

男

・
安

田

和

弘

・
富

岡

清

美

国

持

和

子

・
小

林

三

女

・
中

谷

圭

美

・
木

部

初

枝

郡

よ

し

子

・
岡

部

一

枝

・
新

谷

邦

子

・
木

村

直

弘

太

田

地

行

・
菅

野

惠

子

・
佐

藤

和

子

・
稲

葉

信

一

大

森

リ

ツ

子

・
小

川

美

代

子

・
市

川

誠

・
鈴

木

一

久

保

田

康

利

・
梅

原

千

左

子

・
加

藤

悟

・
渡

邉

稔

助

川

喜

久

子

・
濱

野

み

ゆ

き

・
小

澤

榮

・
奥

原

幸

小
川
や
す
子
・
乙
幡
聰
・
北
野
芳
男
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※

提
供
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
名
前
が
落
ち
て
い
る
方
は
、
必
ず

事
務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

標
語
募
集

『安
全
就
業
に
関
す
る
標
語
』

安
全
意
識
の
高
揚
と
会
員
相
互
の
安
全
確

認
推
進
の
た
め
、
「
安
全
就
業
に
関
す
る
標

語
」
を
次
の
と
お
り
広
く
募
集
い
た
し
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
皆
様
奮
っ
て
ご
応
募

下
さ
い
。

・入

選

一
席
･１
名

二
席
･２
名

・応

募

一
人
１
点
ま
で

・締

切

り

令
和
５
年
４
月
28
日

・応
募
方
法

事
務
局
ま
で

郵
送
・FA

X

・メ
ー
ル
で
も
可

☆
参

考

現
一
席

あ
わ
て
ず
に

心
に
ゆ
と
り
と

安
心
を

荻
・十
足

藤
原

益
美

入
選
作
品
は
、
６
月
の
総
会
で
表
彰
し
、
記
念

品
（商
品
券
）
を
授
与
し
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
の
封
筒
に
印
刷
し
て
、
安
全
啓

蒙
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

重
篤
事
故
発
生

脚
立
を
使
う
作
業
は
安
全
確
認
！

６
月
に
東
部
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
が
就
業
中
に
脚
立
か
ら
転
落
、
重
体
と
な
る
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
故
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

就
業
の
際
の
安
全
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
安
全
就
業
の
ペ
ー

ジ
に
、
「
厚
労
省
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
は
し
ご
・
脚
立
を

使
う
前
に
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
は
し
ご
・脚
立
を
使
う
前
に↓

◆↑

は
し
ご
や
脚
立
か
ら
の
墜
落
・転
落
災
害
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
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安
全
推
進
部
長

川
畑

輝
明

「
安
全
」
、
「
安
心
」っ
て
何
な
の
？

安
全
と
は
、(

客
観
的
）
危
険
を
な
く
す
る

「
不
安
要
素
を
な
く
す
る
処
置
」
。
安
心

と
は
、
（
主
観
的)

不
安
を
な
く
す
る
「不
安
要
素
を
な
く
し
た
結
果
」
。

社
会
、
住
環
境
、
食
品
、
作
業
等

全
て
に
於
い
て
安
心
、
安
全
の
用
語
が
つ
い
て
回
り

ま
す
。
組
織
的
に
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
極
力
減
少
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
行
い
、

不
安
全
行
動
防
止
の
対
策
実
施
で
、
事
故
を
減
少
。
そ
し
て
事
故
の
な
い
事
業
所
と
し

て
、
前
回
の
2
年
半
無
事
故
の
記
録
を
更
新
で
き
れ
ば
と
願
う
次
第
で
す
。

働
け
る
喜
び
を
、
安
心
・安
全
な
作
業
を
、
発
注
者
様
へ
感
謝
を
込
め
て
届
け
ま
し
ょ
う
。

新

体

制

の
も
と
、
各
部
会

の
新
任

部
長
か

ら
の
ご

挨
拶

事

業

部

長
原

喜
久
男

世
間
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
（
コ
ロ
ナ
と
一
緒
に
）
に
舵
が
切
ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
や
旅
行
も

少
し
ず
つ
動
き
始
め
ま
し
た
。
一
方
私
達
の
就
業
状
況
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
に

は
遠
く
、
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
で
本
年
度
は
、

①
新
規
就
業
先
の
開
拓

②
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
就
業
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

③
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
に
備
え
就
業
先
の
理
解
を
得
つ
つ
就
業
形
態
の
変
更
を
図
る

な
ど
で
す
。

会
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
財
政
部
長

銕
川

陽
一

四
年
間
の
監
事
を
経
て
副
理
事
長
と
総
務
財
政
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
銕

川
（て
つ
か
わ
）で
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
今
年
の
課
題
は
、
長
期
的
な
コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
労
と
来

年
施
行
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
の
配
分
金
で
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
活
性
化
し
、
会
員
皆
様
や
職
員
供
に
生
き
が
い
が
得
ら
れ

る
日
々
の
活
動
を
行
う
こ
と
と
思
い
ま
す
。

伊
東
市
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
な
ど
を
活
用
し
て
、
双

方
向
の
情
報
の
共
有
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

シルバー伊東

普
及
啓
発
部
長

能
登

武
則

普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
季
刊
紙
「
シ
ル
バ
ー
伊
東
」
の
更
な
る
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
要
所
地
域
に
配
布
す
る
。
又
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
計
画
、
実
施
に
よ

り
地
域
の
皆
様
方
へ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
意
義
・重
要
性
を
図
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
入
会
・
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
様
、
別
途

女
性
限
定
の
出
張
入
会
説
明
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

又
平
素
の
地
域
班
長
の
活
動
支
援
と
、
会
員
の
方
々
の
ご
意
見
を
吸
い
上
げ
、
セ
ン

タ
ー
事
業
に
反
映
さ
せ
て
行
き
ま
す
と
共
に
同
好
会
・互
助
会
を
応
援
し
、
会
員
の
相

互
協
力
の
推
進
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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シルバー伊東

教
え
て
「ち
え
ぶ
く
ろ
う
」

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
っ
て

Ｑ
：
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
っ
て
何
？

Ａ
：
極
々
簡
単
に
言
う
と
、
消
費
者
目
線
で
い
わ
る

ゆ
る
「
益
税
」
と
い
う
も
の
を
無
く
し
、
消
費
者
が
収
め

た
消
費
税
が
全
額
国
庫
に
入
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。

Ｑ
：
会
員
に
何
か
影
響
は
あ
る
の
？

Ａ
：
基
本
的
に
は
何
も
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

会
員
が
受
け
取
る
配
分
金
に
は
内
税
と
し
て
消
費
税

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
商
一
千
万
円
以
下

の
小
規
模
事
業
者
は
、
免
税
事
業
者
で
す
。
な
の
で
、

現
在
も
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実
施
後
も
消
費
税
の
申
告
・

納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
す
べ
て
の
会
員
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

Ｑ
：
セ
ン
タ
ー
に
何
か
影
響
は
あ
る
の
？

Ａ
：
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
実
施
さ
れ
る
と
課
税
事

業
者
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
が
免
税
事
業
者
で
あ
る
会
員
と

取
引
し
た
場
合
、
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
が
な
い

の
で
、
仕
入
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

会
員
に
支
払
っ
た
消
費
税
分
を
セ
ン
タ
ー
が
申
告
・
納

付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
負
担
は
？

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実
施
後
当
面
の
間
は
仕
入
控

除
が
80
％
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
仕
入

控
除
は
１
０
０
％
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
実
績

配
分
金
総
額
１
億
４
５
２
０
万
円
の
場
合
、

仕
入
控
除
が
80
％
で
は
、

２
６
４
万
円

仕
入
れ
控
除
無
し
で
は
、
１
３
２
０
万
円

の
納
税
と
な
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
対
応
策

当
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
会
員
に
支
払
わ
れ
て
い

る
配
分
金
（
消
費
税
含
む
）
額
は
、
適
正
価
格
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
の
で
消
費
税
を
会
員
の
皆
様
に

負
担
い
た
だ
く
事
は
し
ま
せ
ん
。

こ
の
新
た
な
支
払
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
セ
ン

タ
ー
の
運
営
費
の
洗
い
出
し
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と

新
た
な
財
源
確
保
に
よ
り
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
、
容
易
な
額
で
は
な
く
役
職
員
だ
け
の
努

力
で
は
如
何
と
も
し
が
た
く
、
会
員
の
皆
様
方
に

も
こ
れ
ま
で
以
上
の
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シルバーセンターの配分金に含まれる消費税の流れ

　①受取消費税91円　－　支払消費税0円　=　91円　　　センターに申告、納税義務が発生

支払い 支払い

課税事業所 免税事業者

発注者 仕事の依頼 センター 仕事の依頼

インボイス（適格請求書）がないので、②は仕入れ控除が認められない

令和５年１０月のインボイス制度が始まると・・・

会　員

②は仕入れ控除が認められているので

　　　①受取消費税91円　－　②支払消費税91円　=　0円

配分金 契約 配分金 契約 配分金
1,000円

(本体価格909円)
(①消費税 91円)

1,000円
(本体価格909円)
(消費税 　91円)

1,000円
(本体価格909円)
(②消費税 91円)

今までは・・
○○株式会社御中

○年○月○日

　請求金額　合計　65,600円

会社名+登録番号

10％対象　　44,000円　内税4,000円

　８％対象　　21,600円　内税1,600円

インボイス（適格請求書）

Tで始まる課税事業者番号
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事

務

局

だ

よ

り

配
分
金
の
支
払
い(

９
月
分
～
11
月
分
）

◆
配
分
金
明
細
書
は
郵
送
で
す
。

◆
支
払
い
は
、
会
員
さ
ん
の
登
録
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

※振込先の変更を希望される方

はセンターへご連絡ください

入
会
説
明
会
日
程

会
員
募
集
中

お
友
達
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

○
11
月
15
日
（火
）

○
12
月
20
日
（火
）

○
1
月
17
日
（火
）

時

間

午
後
1
時
30
分
～

場

所

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

持
ち
物

写
真
２
枚
・
緊
急
の
場
合
の
連
絡
先

年
会
費
２
千
５
百
円
（初
年
度
月
割
り
有
）

振
込
銀
行
口
座
情
報

配
分
金
支
払
証
明
書
の
送
付

12
月
分
の
配
分
金
明
細
書
と
一
緒
に
、
確
定
申
告

の
際
に
必
要
と
な
る
「配
分
金
支
払
証
明
書
」を
お
送

り
し
ま
す
。

12
月
分
の
就
業
が
な
い
方
で
も
、
令
和
4
年
度
の
就

業
が
あ
っ
た
方
に
は
郵
送
し
ま
す
。
発
送
は
令
和
5

年
１
月
に
な
り
ま
す
。

こ
の
証
明
書
は
令
和
3
年
12
月
～
令
和
4
年
11

月
の
就
業
分
で
す
。
ご
確
認
下
さ
い
。

令
和
5
年
度
会
員
手
帳

予
約
受
付
開
始

と
て
も
便
利
な
シ
ル
バ
ー
の
会
員
手
帳
の
購
入
予

約
を
事
務
局
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

定
価

１
冊

３
０
０
円

【主
な
内
容
】

①
令
和
5
～
6
年
分
の
カ
レ
ン
ダ
ー

②
会
員
の
心
得

③
セ
ン
タ
ー
事
業
の
仕
組
み

④
会
員
傷
害
保
険
の
あ
ら
ま
し

⑤
配
分
金
に
対
す
る
所
得
税
の
取
り
扱
い

⑥
備
忘
録
･
･
･
等

数
に
限
り
（
限
定
20
冊
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

年
末
・年
始
の
お
知
ら
せ

事
務
所
は
12
月
29
日(

木
）
か
ら
１
月

３
日
（
水
）
ま
で
（
６
日
間
）
は
、
年
末
年

始
の
休
み
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
12
月
28
日
ま
で
と
１
月
４
日
か

ら
は
、
通
常
通
り
の
業
務
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

◆
就
業
報
告
書
等
の
事
務
所
へ
の

届
け
に
つ
い
て

年
内
は
28
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
。

年
を
越
し
た
場
合
は
、
締
め
処
理
の
関

係
で
５
日
（
木
）
午
前
中
に
事
務
所
必
着

で
お
願
い
し
ま
す
。

休
み
の
期
間
に
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
来
る

こ
と
が
あ
る
方
は
、
郵
便
受
け
に
投
函
し

て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

◆
セ
ン
タ
ー
事
業
に
係
る
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
場
合
は
、
左
記
ま
で
連
絡
下

さ
い
。

◆

緊

急

連

絡

先

◆

事
務
局
長

佐
々
木

０
９
０-

１
４
１
８-

３
９
２
９

シルバー伊東

就　業　月 配分金支払日

4年 9月分 10月14日（金）

4年10月分 11月15日（火）

4年11月分 12月15日（木）

就　業　月 配分金支払日

4年 9月分 10月25日（火）

4年10月分 11月25日（金）

4年11月分 12月23日（金）

請負・委任

派遣
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会
員
親
睦
バ
ス
旅
行
中
止
決
定

恒
例
の
バ
ス
旅
行
を
今
年
こ
そ
は
！
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

７
月
初
旬
に
、
東
海
ト
ラ
ベ
ル
さ
ん
に
企
画
の
お
願
い
も
し
て
い

た
の
で
す
が
・
・
・
。
７
月
半
ば
ぐ
ら
い
か
ら
の
感
染
者
の
急
増
。

伊
東
市
で
も
日
々
１
０
０
人
越
え
。

や
は
り
互
助
会
役
員
の
総
意
で
、
一
昨
年
、
去
年
に
続
き
今

年
も
や
む
な
く
「
中
止
」
の
決
定
に
至
り
ま
し
た
。
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
で
、
総
意
工
夫
の
上
で
き
る
だ
け

明
る
く
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

互
助
会
通
信

デ
ジ
カ
メ
倶
楽
部
活
動
報
告

長
い
間
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
デ

ジ
カ
メ
倶
楽
部
の
撮
影
旅
行
。
万
全
の
コ

ロ
ナ
対
策
を
し
て
、
６
月
29
日(

水
）に
下

田
城
址
公
園
の
「
あ
じ
さ
い
撮
影
会
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

曇
り
空
の
中
、
倶
楽
部
の
会
員
３
名
で
下

田
へ
。
ア
ジ
サ
イ
の
花
は
５
分
咲
き
で
し

た
が
、
丁
度
「ア
ジ
サ
イ
祭
り
」が
開
催
さ

れ
て
い
て
、
久
々
の
撮
影
旅
行
を
楽
し
ん

で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
つ
つ
、
「花
」な

ど
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
近
場
の
撮
影
会
を

開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

シルバー伊東

※作品のすべては、ホームページ

に掲載されています。

←こちらのQRコードからどうぞ♪

是非ご覧ください。

☆
デ
ジ
カ
メ

☆
カ
ラ
オ
ケ

☆
ゴ
ル
フ

☆
囲
碁

☆
将
棋

☆
手
芸

☆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

☆
お
さ
か
な

各
同
好
会
・
倶
楽

部
の
活
動
内
容

は
右
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
、
シ

ル
バ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

★
一
人
が
複
数

の
同
好
会
に
参

加
し
て
も
よ
し
。

★
新
し
い
同
好

会
を
立
ち
上
げ

て
も
よ
し
。

楽
し
く
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
♪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
く
ら
ぶ
活
動
報
告

コ
ロ
ナ
禍
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
く
ら
ぶ
の
活
動
を
休
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
５
月
頃
の
規
制
緩
和
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、

６
月
26
日
（日
）２
年
３
カ
月
ぶ
り
に
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
群
生
日
本
一
と
称
さ
れ
る
下
田
公
園
の
「あ
じ
さ
い

祭
り
」の
見
学
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
な
い
ま
し
た
。
ア
ジ
サ
イ
の

美
し
さ
と
汗
を
か
い
た
爽
快
感
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
に
喫
茶
店

で
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
（
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
）
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
万
歳
！
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◆先日城ヶ崎海岸で「オジサン（老翁）」をつりました・・・魚です。⇒刺身が美味でした。Ｔ．Ｎ

◆伊豆高原に来て早5年目です。モーニングコーヒーが楽しみの一つになり、幸せ感を味わいながら散歩の

毎日です。N．T

◆金木犀の香りに思う。花びらの粒でおままごとをしていた娘たちが、もう50代！Y．K

◆初夏の細野高原へ。三筋峠からの青と緑の景色に暑さを忘れた。ススキの季節にも訪れてみたい。H．O

【
宇
佐
美
地
域

】

境
輝
義

込
山
治
伸

【
荻
・
十
足
地
域

】

込
山
治
伸
　
様

田
中
悦
児
　
様

【
川
奈
・
吉
田
地
域

】

永
田
修
・
永
田
君
江
・
杉
本
正
仁
・
鈴
木
芳
男

【
対
島
地
域

】

菊
地
茂
一
・
高
野
三
喜
男

【
荻
・
十
足
地
域

】

鈴
木
顕

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

荻
原
千
寿
・
木
内
ふ
み
子

【
岡
・
鎌
田
地
域

】

【
対
島
地
域

】

大
澤
隆

村
上
慶
子
・
杉
山
芳
子

飛
田
喜
寛
・
田
中
悦
児
・
髙
橋
正

【
対
島
地
域

】

【
川
奈
・
吉
田
地
域

】

【
湯
川
・
松
原
地
域

】

【
荻
・
十
足
地
域

】

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

【
湯
川
・
松
原
地
域

】

【
新
井
・
玖
須
美
地
域

】

宮
代
博
利
・
安
齊
正
昭

吉
川
婦
美
子
・
上
田
篤
・
進
士
弘
通

朝
倉
大
二
・
遠
藤
潔

【
岡
・
鎌
田
地
域

】

小
林
正

【
宇
佐
美
地
域

】

山
道
英
樹
・
木
部
秀
和
・
吉
川
忠
雄

令
和
4
年
7
月
か
ら
9
月
ま
で
の
新
入
会
員
紹
介

[

地
域
順
・敬
称
略]

令
和
4
年
7
月
か
ら
9
月
ま
で
の
退
会
会
員

[

地
域
順
・敬
称
略]

訃
報

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

令
和
４
年
7
月
か
ら
9
月

連 続

無事故

日 数

令和４年

9月末

現 在

63 9

日

5

日

5

傷害事故

賠償事故

シルバー伊東

珈琲ブレイクの記事募集中
電話（３６－４１１０）・FAX（３６－０５８８）・メール（ito@sjc.ne.jp)・手紙（湯川４－１－１８）いずれでも可

あとがき

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
伊
東
市
か
ら
の
仕
事
を
い
く
つ
か
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
市
内
の
小
中
学
校
の
「
ト
イ
レ
清
掃
」
が
あ
り

ま
す
。
な
か
な
か
請
け
て
が
少
な
い
中
、
十
二
名
の
会
員
さ
ん
が
頑
張
っ
て

就
業
し
て
い
ま
す
。

先
日
南
中
学
校
を
担
当
し
て
い
る
会
員
さ
ん
が
、
「
こ
ん
な
も
の
を
頂
い
た

よ
」
と
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
が
、
生
徒
さ
ん
た
ち
か
ら
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
で
し
た
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

★
私
た
ち
が
普
段
使
っ
て
い
る
ト
イ
レ
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
端
の
ほ
う
ま
で
丁
寧
に
き
れ
い
に
さ
れ
て
い
て
す
ご
か
っ

た
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
私
た
ち
が
授
業
を
受
け
て
い
る
間
、
ト
イ
レ
を
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ト
イ
レ
清
掃
の
直
後
に
ト
イ
レ
に
行
く
と
「
す
べ

る
か
ら
気
を
付
け
て
！
」と
心
配
し
て
く
だ
さ
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

★
ト
イ
レ
を
掃
除
し
て
い
る
と
き
も
、
や
さ
し
く
「使
っ
て
い
い
よ
！
」
と
言
っ

て
く
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
お
体
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

★
掃
除
し
て
く
れ
た
日
の
ト
イ
レ
は
い
つ
も
ピ
カ
ピ
カ
で
使
う
こ
っ
ち
が
う
れ

し
い
で
す
。
小
学
生
の
時
も
掃
除
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
本
当
に
感
謝
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
就
業
し
て
く
だ
さ
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

事
務
局
か
ら
も
「本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

(

岡
田

博
子
）
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